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   1. Seventeen cases of primary cancer of the ureter are reported. 
   2. Statistical survey of 166 cases of primary cancer of the ureter so far reported in Japan 





年に 土屋 ら2)が自験 の2例 を 加えた14例 につ
き,1957年金 沢 ら3)が自験 の5例 を加 えた29例
につ き,1959年菅 野 ら4〕が 自験1例 を加 えた51
例 につ き,1960年西尾 ら5)が自験の1例 を加 え
た54例につ き,1961年上兼 ら6)が自験1例 を加
えた66例につ ぎそ して1962年北 山 ら7)が自験3
例 を含 む1960年末 までに報告 された本邦症 例69
例 についてそれぞれ総括的 ない し統計 的な観察
を行 ない報告 している.わ れわれはその後京大
泌尿器科 において経験 した原発性尿管癌 の17例
を報告す ると共 に,1965年末 までに報告 され た
ユ49例と自験17例を加 えた総計166例の本邦症例




患者:徳 田 某,61才,男子,僧 侶.
初診:昭和37年2月7日.




































































































































某医に治療をうけ2日 で消失 した.そ の後も同様の発
作を2回来している.
尿所見=蛋 白(+),赤 血球(督),白 血球(+).






























































































































































患 者=大 宅 某,72才,男 子,無 職.























































患者:佐 藤 某,70才,男子,無 職.
初診=昭和40年3月15日.
現病歴:約20日前突然血尿を来しその後次第にその









































































































































手術=7月29日施行す.左 腰部斜切開にて 腎に 達














































北 山 ら(1962)7》に よると1960年12月末 まで
に本邦 において報告 された原発性尿管癌症 例は
69例で,そ の後1965年12月末 までの5年 閲に報
告 された本症 症例はわれわれの調 査 した限 りで
は85例であ る.従 って1965年末 までの本邦症例
は計154例 とな る.伊me1)の第1例 報告(1935
年)以 後 を5年 毎 に期 間を区分 して,報 告症例
の増 加の様相 をみてみ ると表1の 通 りで ある.
表1報 告頻 度



































の多 くは主 として会報抄録か ら蒐集 したのでそ
の内容に記載不充分な項 目が所々にあった.そ
ユ26 北山他:原 発性尿管癌の17例















































































































































下 腹 部 油 痛
無症候性血尿
血 尿








排 尿 困 難
左 側 腹 部 痛,
血 尿,頻 尿








左 腎 部 腫 瘤







































































郷7)以 後 の 総 括)
127
臨 床診 断





































尿 管 下端 部 。
2×1.5×lcrn
ほぼ尿管全域














尿 官 上 都.




























腎 ・尿管摘除術.術 後1年1カ 月後に急性肺炎で死亡
腎 ・尿管摘除術,放射線療法.術後2年 余後に右尿管口部に腫
瘍発生す
腎 ・尿管摘除兼膀胱部分切除術.術後9カ 月健在,そ の後不明































腎 ・尿管摘除術.術 後10カ月 目に再発死亡す
尿管および膀胱部分切除術兼尿管膀胱新吻合術,放 射線療法.
術後2カ 月目,膀胱内に乳頭状腫瘍多発
腎 ・尿管摘除兼膀胱部分切除術.術後2年 間健在,そ の後不明
腎 ・尿管摘除術
腎摘除術
腎 ・尿管摘除術,放 射線療法.1年 後後腹膜リンパ腺腫脹,約
2年後転移癌で死亡
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舞尿鷲 時雛 雛 醐IV・ で左側排泄(一》RP不能
右 側 腹 部 痛,
頻 尿,血 尿






































鰭 候齢 尿鷹 艦 あ羅i右 尿管カテ テール挿入不能
間 歓 的 血 尿,右
側 腹 部 痛
騰 翻 騨 蜘 蠣編 善糠鑛鷲 ヂRP
左下肢腫脹と





儲 鎌 羨旛戴 纏 否穐 経


























































































尿 管 中 部.
4×4×3cm
尿 管 中 部,
2cm長,ポ リー プ
様
































腎 ・尿管摘除術.術後3カ 月膀胱腫瘍発生,約1年 半後死亡
腎 ・尿管摘除術,術後4年 間健在





























左 下 肢 痛,



































左 側 腹 部 痛
血 尿,排 尿 痛











































無 症 候 性血尿 て小鶏卵大の腫瘍
あり
血 尿,腰 痛




















排 尿 困 難,




右 側 腹 部 痛
血 尿,排 尿 痛,
頻 尿,
左 側 腹 部 痛
無症候性血尿
血 尿,





















































IVP,RPで 左 腎孟 尿 管 像 え られ ず,Aorto-
graphy施行
RPで左尿管上部te三日月状の陰影欠損あり



















































































尿 管 中 部.
1.0×1.5×1.OCM










尿 管 下 部.
3.0×1,5cm 1乳頭 状 癌









腎 ・尿管摘除術,放射線療法.術 後6カ 月目に術創下,後 腹膜
腔に再発転移し死亡
腎 ・尿管摘除術,放 射線療法.術 後5カ 月目に肝転移で死亡

























腎 ・尿管摘除兼膀胱部分切除術,放射線療法.術 後1年 半健在






























































































































右尿管 口部 に 約
3cm大の腫瘍あり










































































































































腎 ・尿管摘除術.術 後8ヵ月 目に死亡
腎 ・尿管摘除術.術 後3年間健在














































































こでわれ われ はその報告者 に依頼状 を発送 しそ
れ らの点 につ いて補足 して戴い た.こ こに依頼




くを 占め,次 いで50才代が25%強 を 占めてい
る.70才代は18%,40才代 は13%強であ る.最
年少 は33才の男子 で,最 年 長は83才の男子 であ
る.









































































表5に よると発生 部位 は,下1/3に最 も多 く,




したものに過 ぎないと考えられ る.結局,尿 管
癌は尿管下部に発生する傾向がつ よいようであ






































表6臨 床症 状 表7臨 床 診断













尿 管 部 腫 瘤
腹 部 腫 瘤
頻 尿
排 尿 時痛 または不快感
下腹部膨満感,圧迫感,
緊張感等排 尿 困 難
発 熱,悪 寒
運 動 ・知 覚 障 害



















































管 腫 瘍 の 疑
尿 管 腫 瘍

















































































口部腫瘍も含む)を 発生 したものは5例 となっ

























手 術 術 式 例 数
























腎 摘 除 術(腫 瘍部尿管残存)
腎摘除術後に経尿道的腫瘍焼灼
膀 胱 部 腫 瘍 の 切 除
腎 痩 術,尿 管 痩 術


















































































































腫瘍 と速断 してはならないと思 う.さ らに尿管
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図12症 例8の 摘除標本.尿 管下端部から約
20cmにわたり表面粗な浸潤性腫瘍が多数散
在している.










































































































































図32症 例17の摘除標本.上 腎孟か らの尿管に
は乳頭状腫瘍があるを認む(上 の矢印の部).
融合部(下 の矢印の部)か ら下方の尿管は腫
瘍により内腔が閉塞されている.
